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本報告の目的

• 会計業務のテレワーク化をリスクマネジメントの観点から分析する枠組み
の構築を試みる。

• 分析の枠組みとその検討

• クラウド化に伴うリスク



１．テレワーク分析の枠組みの必要性

• これまでの研究では、テレワークあるいはリモートワークと言われる業務に関わ
るリスクとその対策について、実際のコンサルティングなどの経験から記述する
ものが多かった。

• そして、テレワークを導入する際、あるいは導入後の運用にあたって、より適切
なリスク対応策を模索する研究な意思は啓蒙的な内容のものが多かった。

• そこでは実務的な必要性に応じた記述は多くみられるが、総合的な研究体系を
示す枠組みはなく、先行研究の位置づけとその後の追加的研究の意義を適切
に評価することが困難である。

• ここに、テレワークに関するリスクマネジメントを研究するための枠組みを提示
する必要性がある。



２．John Campbell and Craig MacDonald（２００
７）の枠組み



２．１ 動機付け要素

・企業固有の要因

・業界固有の要因

・従業員の選好要
因

・人材の確保・育成

・業務プロセスの革新

・事業運営コストの削減

・BCP体制整備

Campbell&Macdonald(2007) 船山、小澤(2020)
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・業界固有の要因

・従業員の選好要因
人材の確保・育成



２．１．１ テレワーク動機付けにおける問題
点

• 2017年に公表された総務省「ICT利活用と社会的課題解決に関する調
査研究」では、国内企業のアンケート結果では、テレワーク の対象として

いるあるいは考えている業務として、「経理・会計」を上げた企業が２１．
４％と、トップになっている。

• しかし2020年に日本CFO協会が実施したアンケート調査でテレワークの
状況に満足している企業は３２％にとどまっている。

• こうした評価の要因の一つが、証憑の問題である。



２．１．２ 証憑の電子化

船山、小沢（２０２０）



２．２ テレワークプロセス

経営者の視点 従業員の視点

従業員に適切なICT 経営者に適切なICT 

調整機構

Campbell&Macdonald(2007)を参照に赤色部分を追加

会計の場合この中心がクラウドコンピューティング



２．２．１ クラウドコンピューティング

• NISTの定義（National Institute of  Standards and Technology2011)(独立行
政法人情報処理推進機構訳）

• クラウドコンピューティングは、共用の構成可能なコンピューティングリソース（ネット
ワーク、サーバー、ストレージ、アプリケーション、サービス）の集積に、どこからでも、
簡便に、必要に応じて、ネットワーク経由でアクセスすることを可能とするモデルで
あり、最小限の利用手続きまたはサービスプロバイダとのやりとりで速やかに割当て
られ提供されるものである。

• リスクマネジメントの中心はこのクラウドコンピューティングになってくる。



２．２．２ クラウド特有のリスク要因の分
類
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De Donno ,Giaretta , Dragoni , Bucchiarone , Mazzara(2019)



機密性

• 仮想化技術関連：Virtual Machine 関係など

• Almorsy , Grundy , Muller (2010)、船山真登、小澤諭（２０２０）

• アプリケーション関連：PaaS , SaaS など

• 薩摩貴人（２０２０）、原幹（２０１８）

• データストレージ関係：アウトソーシングに関わるデータ保持の問題など

• 薩摩貴人（２０２０）、



完全性

• 仮想化技術関連：

• 船山真登、小澤諭（２０２０）

• アプリケーション関連：不正アクセス、改竄など

• Rosati ,  Lynn(2018)、薩摩貴人（２０２０）

• データストレージ関係：アウトソーシングに関わるデータ保持の問題など

• Rosati ,  Lynn(2018)、薩摩貴人（２０２０）



可用性

• 仮想化技術関連：Virtual Machine 関係など

• 船山真登、小澤諭（２０２０）

• アプリケーション関連：PaaS , SaaS など

• Rosati ,  Lynn(2018)、薩摩貴人（２０２０）、

• ネットワーク関連：DoS攻撃対策など

• Rosati ,  Lynn(2018)、薩摩貴人（２０２０）

• マルチレベル関連：EDoS攻撃対策など



２．３ 効果

• 効果の側面は、Campbell , MacDonaldによれば、従業員の満足、生活の
充実が強調される。

• しかし、導入の動機付けの面では、企業マネジメントの側面が重要となる
ので、その効果についても企業マネジメントの面からの評価が必要にな
る。

• 従業員に対する幅広い調査は未だ日本では行われていないが、企業マ
ネジメントの面からは2020年に日本CFO協会がアンケート調査を行って
いる。これはテレワーク 効果に関する有意義な調査といえる。
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